
















の役員に報酬としてこの 4年間で 20 億円の支出をしたということで，「同業他社に比べ
高額すぎる」という指摘をうけました。







































































物の泡盛が入った甕があって，横に 10 年物の泡盛が入った甕，次いで 5年物，3年物と
順に並びます。古酒とは「3年以上寝かした泡盛」のことです。愛飲家は，この 20 年物





















































































たり 24 万円です。これに対して沖縄では 16 万円。約 8万軽減されていることになります。
１キロリットル当たりでこれだけの差になります。30 度，40 度とアルコール度数の変化
によって軽減税率が変わってきています。最大で１キロリットル当たり 13 万 8000 円ぐ
らいの税額の差額が出ています。
酒税の軽減税率によって，どれぐらいのお金が業界に落ちているか。1972 年から
1994 年までの２２年間では 49 億 5800 万円。95 年から 2007 年の間は 210 億円にな


















































というが 9社，5人から 10 人未満は 17 社。10 人から 30 人未満はほとんどが超零細です。
50 人以上というのが 5社。業界全体が非常に小さな超零細のです。
売上高をみても 5000 万円未満というが 10 社，5000 万円から 1 億円未満が 14 社。


































れが更に 5年延長され，更に 5年延長され，これまで 8回も延長されてきて 42 年間，今
も続いています。
そして比嘉酒造のように利益を上げているにもかかわらず減免措置を受けて，そして役



















































であれば，だいたい 720ml瓶で 600 円から 700 円ぐらいが相場です。これが古酒にな





新酒を 49%混ぜても 10 年物として売っていいという形です。そうなれば，貴重な１０
年モノの古酒を水増ししないで売るのはもったいないという話になります。実際に購入，














り 10 年物と言いながら 10 年物は 3割か 2 割しか入っていない。あるいはもう入ってい































































  総移出数量 県内移出 県外移出 製成数量
１９８９年 12019 11594 425 15055
１９９０年 12958 12408 550 13763
１９９１年 12739 12231 508 13728
１９９２年 13655 12972 683 14976
１９９３年 15183 14371 812 15408
１９９４年 16018 15217 801 16970
１９９５年 16868 15987 881 18672
１９９６年 17912 16916 996 18887
１９９７年 18591 17433 1158 21206
１９９８年 19063 17816 1247 19604
１９９９年 19640 18178 1471 20278
２０００年 20794 18934 1860 21042
２００１年 20813 18442 2371 22136
２００２年 22297 19345 2952 23545
２００３年 24492 20057 4435 24906
２００４年 27688 21441 6247 30127
２００５年 26672 21086 5586 30718
２００６年 26135 20925 5210 29888
２００７年 25326 20403 4923 28197
２００８年 24309 20147 4162 27090
２００９年 23415 19535 3880 24699
２０１０年 22180 18658 3522 23229
２０１１年 21311 18069 3242 20605
２０１２年 21194 17947 3247 21769









































⑭泡盛製造業者は 46 事業者であるが，このほかに泡盛製造業の 46 事業者が参加して設立
した「沖縄県酒造協同組合」がある。また，焼酎の混和酒を製造している事業者が 1社ある。


















年度  軽減額  
1972-1994           4,958  
1995-2007          21,066 
2008           2,756  
2009           2,599  
2010           2,435  
2011           2,424  
2012           2,381  
2013           2,341  
合計          40,960  
前泊　博盛
74





















































































































































































































































































































































































泡盛の酒税軽減額（現在）    
（単位：円
/kl） 本則 沖縄 軽減額 
25 度 248,000 161,200 86,800
30 度 297,720 193,518 104,202
35 度 347,340 225,771 121,569
40 度 396,960 258,024 138,936
 オリオンビールの酒税軽減措置  
期間        適用税率(%) 
1972 年月 15 日～  40 
1973 年 5 月 15 日～ 50 
1974 年 5 月 15 日～ 60 
1975 年年 5 月 15 日～ 70 
1978 年 5 月 15 日～ 75 
1979 年 5 月 15 日～ 85 


















2004 年には総出荷量が 2万 8,748klと 10 年前（1994 年）の 1万 6,283klの約 1.8 倍（年
































































































































































































































































売上規模 起業数   
5,000 万円未満 10 21.70%



























































県外出荷割合が 5割以上の事業者は全体の約 1割程度とみられる。また，2005 年に海外























ⅰ 「朝日新聞」2014 年 11 月 2 日付朝刊
ⅱ 「琉球新報」2010 年 8 月 19 日付「酒税軽減延長要請　県と業界の隔たり顕在化　県「激
変緩和もう無理」　酒造業界「経済格差変わらず」の見出しで，調査報道。
ⅲ 国税庁「泡盛製造業振興対策調査報告書」（平成 15 年 3 月）21 頁「泡盛製造業者３８
者の合算損益計算書」
ⅳ 2014 年 11 月 20 日筆者インタビュー
ⅴ 2014 年 11 月 18 日筆者ヒアリング




































国税庁「泡盛製造業振興対策調査報告書」（2003 年 3 月）
国税庁「泡盛製造業振興対策調査報告書」（2003 年 3 月）
